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 要 旨   
我々は以前、非必須アミノ酸である l-システインがエタノールによる条件付け場所嗜好試

験を阻止することを示した。本研究の目的は、Wistar 系ラットを用いて、エタノール経口

自己投与の獲得と維持や、エタノール飲酒行動の復元に関する l-システインの効果を検討す

ることである。 
 ラットでエタノール自己投与獲得行動に与える l-システインの影響を検討するため、獲得

行動試験（飲料水あるいはエタノール（5-10%v/v）の経口自己投与の機会が与えられる条

件付きノーズポーク（鼻突き）反応）の 30 分前に l-システイン（20、40 mg/kg）または生

理食塩水を腹腔内投与した。さらに、エタノール経口投与が獲得された後のアルコール摂

取を l-システインが低下させるかどうか評価するため、エタノールの自己投与を訓練したラ

ットを使って実験した。安定したエタノール経口自己投与が同程度に得られたラットで、l-
システイン（0、40、60、80、100 mg/kg）の効果を検討した。また、別の実験では生理食

塩水あるいは l-システイン（80 mg/kg）を前処置したラットでエタノール消去後の飲酒行

動の復元について検討し、最後に血液と脳エタノールレベルを測定した。 
 ラットは獲得行動試験で、ノーズポーク反応の有効性と無効性を判別してエタノールを

獲得し、エタノールに対する有効ノーズポーク反応は飲料水に対するよりも有意に高かっ

た。さらに、ラットのエタノール（10%）自己投与で、エタノール消去に伴う行動が見られ、

エタノールを再導入することで有効なノーズポーク反応が徐々に回復した（復元）。l-シス

テインはこれらのエタノール自己投与の獲得と維持を減少させた。l-システインによるエタ

ノール飲酒行動の復元低下は、エタノール摂取量の減少や、血液と脳エタノールレベルの

低下と相関していた。 
 l-システインはラットのアルコール摂取の様々な段階で有効であり、アルコール依存症患

者のエタノール摂取を減少させる新たな治療法として有望である。 
 
 

 




